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日本の相場上昇を主導する外国人投資家

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.197

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

（円）

投資部門別売買動向の推移
1996年～2009年

（兆円）

外国人投資家の売買動向と日経平均株価の推移
2007年1月～2009年12月

東京証券取引所が7日に発表した2009年の投資部門別売買動向（東京、大阪、名古屋3市場の1・2部
合計）によると、外国人投資家は日本株式を2年ぶりに買い越し、年間の買越額は1兆7,775億円となり
ました。

左図は1996年以降の投資部門別売買動向
の推移です。
2009年は、外国人投資家が日本株式の主
な買越し主体となりました。堅調な海外市場
を背景に、外国人投資家が日本株式買い
を増加させたとみられます。また、年金など
の運用を手掛ける信託銀行も1兆円を超え
る買い越しとなり、外国人投資家と共に、日
本株式上昇の牽引役となりました。

一方、個人投資家は、2009年に8,666億円
を売り越しました。2008年に日本株式を買
い越していることから、利益を確定させるよ
うな売りなどが出たものと思われます。また、
都銀や地銀、生保や損保なども売越し主体
となりました。

（兆円）

（年）

右図は、外国人投資家の売買動向と日
経平均株価の推移です。
外国人投資家の買いが日経平均株価の
上昇に寄与する傾向がみられることから、
日本の相場上昇を主導するのは外国人
投資家の買いだといえそうです。
今後、米国景気の回復基調が鮮明にな
るにつれて、海外投資家の動きが活発
化するとみられることは、日本株式に
とって追い風になるものと考えられます。

なお、2009年年間の投資部門別売買動
向（3市場、1・2部合計）の全売買代金に
占める比率は、外国人投資家が約53％、
個人投資家が約29％となっています。

日経平均株価（右軸）

外国人投資家の売買動向（左軸）

※ネット金額ベース

※ネット金額ベース


